
技術上の適合性

→対象工事とならない理由
（欄外：対象番号を記入）

公共事業とし
ての必要性

地域づくり等と
の整合性

地域要望等との
整合性

関係法令、構
造基準等との
適合性

早期対応の必
要性

他の管理者等と
の調整の難易

1 道路 府道八幡木津線

京田辺市興戸
（国道307号の交差
点～市道犬伏線の
交差点）

歩道をバリアフリー基準
に対応できるように整備
し、誘導ブロックの設置

なし ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○
実施すべ
き①

技術審査のと
おりとする

･京田辺市バリア
フリー基本構想
（田辺地区） 平
成23年6月
･山城田辺郵便局
前の歩道について
は京田辺市管理の
ため、実施しない

技術審査
結果

工事の仕分け等（第１段階チェック） 技術審査（第２段階チェック）結果

公共事業としての必要性、地域づくりとの整合性 速効性

対象

◆【第１段階チェック：対象とならない工事】
　①国や市町村が管理する施設に関する工事
　②利便性向上や環境整備に関する工事
　③特定の個人や団体等の利益に限られる工事
　④道路改良工事や河川整備工事など相当の事業期間を要する大規模な工事、建物の新築・大規模な改築工事
☆《他事業での実施》
　⑤他の事業で既に着手している又は計画区間等に含まれている工事
◆【第２段階チェック：技術審査】
　６項目について○、×の評価を記入

提案概要

府民公募型整備事業（市町村協働型）技術審査一覧【山城北地域】

事業委員会
意見等

備考
用地買収
の有無

受付
番号

提案施設

種別 名　　　　　称 所在地

◆【技術審査結果】
・実施する①…緊急性大
・実施する②…緊急性中
・実施する③…緊急性小
・他事業で実施
・実施しない

安心・安全整備
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